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【出願番号】特願2013-266062(P2013-266062)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月17日(2015.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の式Ｉ－ａまたは式Ｉ－ｂによって表される発色団：

【化１】

（式中、
　ｉは０～１００の範囲における整数である；
　Ａ０およびＡｉはそれぞれが独立して、場合により置換されたアルキル、場合により置
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換されたアルケニル、場合により置換されたヘテロアルキル、場合により置換されたヘテ
ロアリール、場合により置換されたアミノ、場合により置換されたアミド、場合により置
換された環状アミド、場合により置換された環状イミド、場合により置換されたアルコキ
シ、および、場合により置換されたカルボキシ、および、場合により置換されたカルボニ
ルからなる群から選択される；
　Ａ２は、場合により置換されたアルキレン、場合により置換されたアルケニレン、場合
により置換されたアリーレン、場合により置換されたヘテロアリーレン、ケトン、エステ
ル、および、
【化２】

（式中、Ａｒは、場合により置換されたアリールまたは場合により置換されたヘテロアリ
ールであり、Ｒ１は、Ｈ、アルキル、アルケニル、アリール、ヘテロアリール、アラルキ
ル、アルカリールからなる群から選択され、かつ、Ｒ２は、場合により置換されたアルキ
レン、場合により置換されたアルケニレン、場合により置換されたアリーレン、場合によ
り置換されたヘテロアリーレン、ケトンおよびエステルからなる群から選択されるか、ま
たは、Ｒ１およびＲ２はつながって一緒になり、環を形成することができる）
からなる群から選択される；
　Ｄ１およびＤ２はそれぞれが独立して、水素、場合により置換されたアルコキシ、場合
により置換されたアリールオキシ、場合により置換されたアシルオキシ、場合により置換
されたアルキル、場合により置換されたアリール、場合により置換されたヘテロアリール
、場合により置換されたアミノ、アミド、環状アミドおよび環状イミドからなる群から選
択される。ただし、Ｄ１およびＤ２はともに水素ではない。また、前記ヘテロアリールは
、ベンゾチアジル、ベンゾオキサジル、キナゾリニル、キノリニル、イソキノリニル、キ
ノキサリニル、ピリジニル、ピリダジニル、ピリミジニル、ピラジニル、オキサゾリルお
よびインドリルからなる群から選ばれる。；かつ
　Ｌｉは独立して、少なくとも１つが、１，２－エチレン、アセチレン、１，１’－ビフ
ェニル－４，４’－ジイル、ナフタレン－２，６－ジイル、ナフタレン－１，４－ジイル
、ペリレン－３，９－ジイル、ペリレン－３，１０－ジイルまたはピレン－１，６－ジイ
ル、フラン－２，５－ジイル、チエノ［３，２－ｂ］チオフェン－２，５－ジイル、ベン
ゾ［ｃ］チオフェン－１，３－ジイル、ジベンゾ［ｂ，ｄ］チオフェン－２，８－ジイル
、９Ｈ－カルバゾール－３，６－ジイル、９Ｈ－カルバゾール－２，７－ジイル、ジベン
ゾ［ｂ，ｄ］フラン－２，８－ジイル、１０Ｈ－フェノチアジン－３，７－ジイルおよび
１０Ｈ－フェノチアジン－２，８－ジイル（ただし、それぞれの成分は場合により置換さ
れる）からなる群から選択される）。
【請求項２】
　Ａ０およびＡｉがそれぞれ独立して、場合により置換されたアルキルである、請求項１
に記載の発色団。
【請求項３】
　Ａ０およびＡｉがそれぞれ独立して、場合により置換されたＣ１～４０アルキル、Ｃ１

～２０ハロアルキル、Ｃ１～２０アルケニル、または、アルコキシである、請求項１に記
載の発色団。
【請求項４】
　Ａ０およびＡｉがそれぞれ独立して、場合により置換されたＣ１～２０アルキルである
、請求項１に記載の発色団。
【請求項５】
　Ａ０およびＡｉがそれぞれ独立して、場合により置換されたＣ１～８アルキルである、
請求項１に記載の発色団。
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【請求項６】
　場合により置換されたアリールおよび場合により置換されたヘテロアリールについての
置換基が、アルコキシ、アリールオキシ、アルキル、アリール、ヘテロアリールおよびア
ミノからなる群から選択される、請求項１～５のいずれかに記載の発色団。
【請求項７】
　場合により置換されたアリールについての置換基が、Ｃ１～６アルキルまたはＣ１～６

アルコキシである、請求項１～５のいずれかに記載の発色団。
【請求項８】
　Ａ０およびＡｉがそれぞれ独立して、－ＮＲ１－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ２および場合により置換
された環状イミドからなる群から選択される成分により置換されるフェニルであり、かつ
、
　Ｄ１およびＤ２がそれぞれ独立して、アルコキシまたはアミノによって場合により置換
されるフェニルである、請求項１に記載の発色団。
【請求項９】
　ｉが０～１０の範囲の整数である、請求項１～８のいずれか１項に記載の発色団。
【請求項１０】
　ｉが０～５の範囲の整数である、請求項１～８のいずれか１項に記載の発色団。
【請求項１１】
　ｉが０～３の範囲の整数である、請求項１～８のいずれか１項に記載の発色団。
【請求項１２】
　ｉが０である、請求項１～８のいずれか１項に記載の発色団。
【請求項１３】
　さらに、下記の式（ＩＩ－ａ）または式（ＩＩ－ｂ）：
【化３】

（式中、
　ｉは０～１００の範囲における整数である；
　Ａｒは、場合により置換されたアリールまたは場合により置換されたヘテロアリールで
ある；
　Ｒ４は、

【化４】

または場合により置換された環状イミドである；
　Ｒ１はそれぞれが独立して、Ｈ、アルキル、アルケニル、アリール、ヘテロアリール、
アラルキル、アルカリールからなる群から選択される；
　Ｒ３はそれぞれが独立して、場合により置換されたアルキル、場合により置換されたア
ルケニル、場合により置換されたアリール、場合により置換されたヘテロアリールからな
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る群から選択されるか、または、Ｒ’およびＲ”はつながって一緒になり、環を形成する
ことができる；
　Ｒ２は、場合により置換されたアルキレン、場合により置換されたアルケニレン、場合
により置換されたアリーレン、場合により置換されたヘテロアリーレンからなる群から選
択される；かつ
　Ｄ１、Ｄ２およびＬｉは、請求項１において定義される通りである）
によって表される発色団。
【請求項１４】
　Ｒ４が、
【化５】

（式中、Ｒ’はそれぞれが独立して、場合により置換されたアルキルまたは場合により置
換されたアリールであり、かつ、Ｘは、場合により置換されたヘテロアルキルである）
からなる群から選択される、場合により置換された環状イミドである、請求項１３に記載
の発色団。
【請求項１５】
　さらに、下記の式（ＩＩＩ－ａ）または式（ＩＩＩ－ｂ）：
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【化６】

（式中、
　ｉは０～１００の範囲における整数である；
　Ａ０およびＡｉはそれぞれが独立して、場合により置換されたアルキル、場合により置
換されたアルケニル、場合により置換されたヘテロアルキル、場合により置換されたアミ
ド、場合により置換されたアルコキシ、場合により置換されたカボニル、および、場合に
より置換されたカルボキシからなる群から選択される；
　それぞれのＲ５が独立して、場合により置換されたアルコキシ、場合により置換された
アルキル、場合により置換されたアリールオキシ、場合により置換されたアシルオキシ、
および、アミノからなる群から選択される； 
　Ａ２は、場合により置換されたアルキレン、場合により置換されたアルケニレン、場合
により置換されたアリーレン、場合により置換されたヘテロアリーレン、ケトン、エステ
ル、および、

【化７】

（式中、Ａｒは、場合により置換されたアリールまたは場合により置換されたヘテロアリ
ールであり、Ｒ１は、Ｈ、アルキル、アルケニル、アリール、ヘテロアリール、アラルキ
ル、アルカリールからなる群から選択され、かつ、Ｒ２は、場合により置換されたアルキ
レン、場合により置換されたアルケニレン、場合により置換されたアリーレン、場合によ
り置換されたヘテロアリーレン、ケトンおよびエステルからなる群から選択されるか、ま
たは、Ｒ１およびＲ２はつながって一緒になり、環を形成することができる）
からなる群から選択される；かつ
　Ｌｉは独立して、少なくとも１つが、１，２－エチレン、アセチレン、１，１’－ビフ
ェニル－４，４’－ジイル、ナフタレン－２，６－ジイル、ナフタレン－１，４－ジイル
、ペリレン－３，９－ジイル、ペリレン－３，１０－ジイルまたはピレン－１，６－ジイ
ル、フラン－２，５－ジイル、チエノ［３，２－ｂ］チオフェン－２，５－ジイル、ベン
ゾ［ｃ］チオフェン－１，３－ジイル、ジベンゾ［ｂ，ｄ］チオフェン－２，８－ジイル
、９Ｈ－カルバゾール－３，６－ジイル、９Ｈ－カルバゾール－２，７－ジイル、ジベン
ゾ［ｂ，ｄ］フラン－２，８－ジイル、１０Ｈ－フェノチアジン－３，７－ジイルおよび
１０Ｈ－フェノチアジン－２，８－ジイル（ただし、それぞれの成分は場合により置換さ
れる）からなる群から選択される）
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によって表される、発色団。
【請求項１６】
　Ａ０およびＡｉがそれぞれ独立して、場合により置換されたＣ１～４０アルキル、Ｃ１

～２０ハロアルキル、または、Ｃ１～２０アルケニルである、請求項１５に記載の発色団
。
【請求項１７】
　Ｒ５がパラ位においてフェニル環に結合している、請求項１５または１６に記載の発色
団。
【請求項１８】
　Ａ０およびＡｉがそれぞれ独立して、－ＮＲＲ’’、－ＯＲ、－ＣＯＯＲ、－ＣＯＲ、
－ＣＯＮＨＲ、－ＣＯＮＲＲ’’および－ＣＮ（式中、ＲはＣ１～Ｃ２０アルキルであり
、かつ、Ｒ’’は水素またはＣ１～Ｃ２０アルキルである）からなる群から選択される成
分によって場合により置換されるアルキルである、請求項１５に記載の発色団。
【請求項１９】
　ｉが０～１０の範囲の整数である、請求項１５～１８のいずれか１項に記載の発色団。
【請求項２０】
　ｉが０～５の範囲の整数である、請求項１５～１８のいずれか１項に記載の発色団。
【請求項２１】
　ｉが０～３の範囲の整数である、請求項１５～１８のいずれか１項に記載の発色団。
【請求項２２】
　ｉが０である、請求項１５～１８のいずれか１項に記載の発色団。
【請求項２３】
　光学的透明なポリマーマトリックスと、請求項１～２２のいずれか１項に記載される発
色団を含む少なくとも１つの発光色素とを含む波長変換発光媒体。
【請求項２４】
　前記ポリマーマトリックスが、ポリエチレンテレフタラート、ポリメチルメタクリラー
ト、ポリビニルブチラール、エチレンビニルアセタート、エチレンテトラフルオロエチレ
ン、ポリイミド、非晶質ポリカルボナート、ポリスチレン、シロキサンゾル－ゲル、ポリ
ウレタン、ポリアクリラートおよびそれらの組合せからなる群から選択される物質を含む
、請求項２３に記載の波長変換発光媒体。
【請求項２５】
　前記ポリマーマトリックス材の屈折率が１．４～１．７の範囲である、請求項２３また
は２４に記載の波長変換発光媒体。
【請求項２６】
　前記発光色素が０．０１ｗｔ％～３ｗｔ％の範囲における量で前記ポリマーマトリック
スに存在する、請求項２３～２５のいずれかに記載の波長変換発光媒体。
【請求項２７】
　少なくとも１つの光起電デバイスまたは太陽電池と、請求項２３～２６のいずれかに記
載される波長変換発光媒体とを含み、前記波長変換発光媒体が、入射光が前記光起電デバ
イスまたは太陽電池への到達に先立って前記波長変換発光媒体を通過するように配置され
る光起電モジュール。
【請求項２８】
　前記波長変換発光媒体が、０．１μｍ～１ｍｍの範囲における厚さを有するフィルムで
ある、請求項２７に記載の光起電モジュール。
【請求項２９】
　前記光起電デバイスまたは太陽電池が、硫化カドミウム／テルル化カドミウム太陽電池
、銅インジウムガリウム二セレン化物太陽電池、非晶質シリコン太陽電池、微結晶シリコ
ン太陽電池または結晶シリコン太陽電池からなる群から選択される少なくとも１つのデバ
イスを含む、請求項２７または２８に記載の光起電モジュール。
【請求項３０】
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　前記波長変換発光媒体を前記光起電デバイスまたは太陽電池の光入射表面に取り付ける
ために使用される屈折率整合液体または光学的接着剤をさらに含む、請求項２７～２９の
いずれかに記載の光起電モジュール。
【請求項３１】
　光起電デバイスまたは太陽電池の性能を改善するための方法であって、請求項２３～２
６のいずれかに記載される波長変換発光媒体を前記光起電デバイスまたは太陽電池の光入
射側に直接に適用するか、あるいは、前記波長変換発光媒体を前記光起電デバイスまたは
太陽電池に封入することを含む方法。
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